
　

は
じ
め
に

　

小
西
甚
一
は
『
日
本
文
学
史
』（
弘
文
堂
、
昭
和
二
十
八
年
刊
）

に
お
い
て
、
自
然
主
義
文
芸
以
後
の｢

大
正
前
期
か
ら
昭
和
初

期｣

の
日
本
文
芸
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
概
括
し
て
い
る
。

　

自
然
主
義
小
説
が
狭
い
自
己
身
辺
の
み
を
対
象
と
し
た

と
こ
ろ
か
ら
、
作
家
の
断
片
的
な
私
生
活
を
素
材
と
す
る

短
篇
が
生
ま
れ
、
と
く
に
、
事
件
を
述
べ
る
よ
り
も
心
境

0

0

を
描
く
こ
と
に
眼
目
を
お
い
た
の
で
、（
こ
れ
ら
の
作
品

は
）
私
小
説
と
か
心
境
小
説

0

0

0

0

と
か
よ
ば
れ
る
。
そ
こ
で
は
、

西
欧
自
然
主
義
の
も
っ
て
い
た
思
想
性
─
─
科
学
的
実
証

精
神
─
─
と
社
会
性
は
無
視
さ
れ
、
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
作

家
の
感
性
の
世
界
に
お
け
る
印
象
を
微
妙
に
表
現
す
る
技

術
と
し
て
の
み
、
す
ば
ら
し
く
発
達
し
た
。（
傍
点
広
嶋
、

以
下
同
じ
。『
日
本
文
学
史
』
第
五
章｢

近
代｣

五
）（
注
１
）

　

小
西
は
、
明
治
四
十
年
代
の
自
然
主
義
小
説
（
例
え
ば
『
破
戒
』

や
『
蒲
団
』）
の
流
行
の
後｢

作
家
の
断
片
的
な
私
生
活
を
素

材
と
す
る
短
篇｣

が
多
く
書
か
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は｢

事
件｣

よ
り
も｢

心
境

0

0

を
描
く
こ
と
に
眼
目｣

を
置
い
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
西
欧
の
自
然
主
義
と
は
異
質
な
も
の

で
あ
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
右
に
続
け
て
こ
う
述
べ
る
。

自
然
主
義
の
作
家
た
ち
の
み
で
な
く
、（
大
正
前
期
の
）

白
樺
派
に
も
せ
よ
（
大
正
中
期
以
降
の
）
理
智
主
義
の
作

家
に
も
せ
よ
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
の

人
た
ち
が
私
小
説
的
傾
向
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
日
本

の
近
代
文
芸
の
特
殊
性
と
、
社
会
と
の
対
決
か
ら
逃
避
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
人
間
性
を
生
か
し
え
な
か
っ
た
半

近
代
的
宿
命
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。（
同
書
同
章
）

　

｢

白
樺
派
（
武
者
小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
な
ど
）｣

に
せ

よ
「
理
智
主
義
の
作
家
（
芥
川
龍
之
介
、
菊
池
寛
な
ど
）」

に
せ
よ
、｢

大
正
前
期
か
ら
昭
和
初
期｣

の｢

ほ
と
ん
ど

す
べ
て
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
人
た
ち
が
私
小
説
的
傾
向

を
も
っ
て｣

お
り
、
そ
の
こ
と
は｢

日
本
の
近
代
文
芸
の

特
殊
性｣

で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
さ
ら
に｢

昭
和
前
期

の
文
芸｣

に
関
し
て
、
小
西
甚
一
は
左
の
よ
う
に
記
す
。

　

昭
和
の
文
芸
を
し
て
昭
和
の
文
芸
た
ら
し
め
た
も
の
は
、

｢

心
境｣

と｢

心
境
小
説｣

    　
　
　

─
─
昭
和
文
学
の
源
流
─
─広

　
嶋
　
　
　
進
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横
光
利
一
・
川
端
康
成
ら
の
新
感
覚
派
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
芸
と
で
あ
っ
た
。
両
者
と
も
、
私
小
説
的
既
成
リ
ア

リ
ズ
ム
の
否
定
に
出
発
し
た
こ
と
は
一
致
し
て
い
る
が
、

新
感
覚
派
が
、
都
市
的
な
世
相
を
感
覚
に
頼
っ
て
再
現
す

る
こ
と
に
よ
り
、
小
説
本
来
の｢

仮
構
性｣

を
回
復
し
よ

う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
で
は
、
マ

ル
ク
ス
主
義
理
論
に
よ
っ
て
、
小
説
本
来
の｢

社
会
性｣

を
と
り
も
ど
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
と
も
に
、
私
小
説

的
伝
統
の
歪ひ

ず

み
が
ど
う
し
て
生
じ
た
か
と
い
う
点
の
根
本

的
な
把
握
が
確
か
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
一
面
的
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
い
、
結
局
、
挫
折
の
形
と
な
っ
た
。

　

か
よ
う
に
し
て
、
昭
和
十
年
ご
ろ
か
ら
、
文
芸
運
動
の

低
迷
空
白
時
代
が
く
る
。（
同
書
同
章
）　　

　

昭
和
前
期
の
文
芸
は｢

新
感
覚
派｣

と｢

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

芸｣

に
代
表
さ
れ
る
が
、
両
派
の
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ｢
仮
構
性｣

と｢

社
会
性｣

を
回
復
し
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
両
者
と
も

に｢

私
小
説
的
既
成
リ
ア
リ
ズ
ム｣

を｢

否
定｣

す
る
こ
と
に

失
敗
し
た
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
小
西
甚
一
『
日
本
文
学
史
』
は
、
昭
和
の
文

学
は
前
代
の｢

私
小
説｣

｢

心
境
小
説｣

の
影
響
を
強
く
受
け

て
お
り
、
そ
の
強
固
な
枠
組
み
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
日
本
近
代
文
学
の
底
流
を
な
す
文
学
思
潮
─
─
事

件
よ
り
も｢

心
境
を
描
く
こ
と
に
眼
目｣

を
お
く
文
学
理
念
─

─
が
、
ど
の
よ
う
に
発
生
し
展
開
し
て
き
た
か
を
、｢

心
境｣

と
い
う
語
の
誕
生
の
背
景
や｢

心
境
小
説｣

と
い
う
概
念
の
形

成
過
程
を
追
い
な
が
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

一　

昭
和
初
年
の
雑
誌
『
心
境
』

　

昭
和
期
に
入
っ
て
空
前
の
随
筆
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。
吉
田

精
一
は
言
う
。

　

昭
和
時
代
は
随
筆
時
代
と
も
い
え
よ
う
。（
略
）
日
本

の
文
学
史
の
う
え
で
い
う
と
、
昭
和
時
代
ほ
ど
随
筆
の
さ

か
ん
な
時
代
は
近
代
に
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
千
何
百
年

の
歴
史
上
に
な
い
の
で
あ
る
。（｢

昭
和
の
随
筆｣

『
随
筆

入
門
』
第
一
部
十
三
、
新
潮
文
庫
、
昭
和
四
十
年
刊
）

　

右
の
随
筆
ブ
ー
ム
の
一
例
と
し
て
、
私
は
昭
和
九
年
に
発
刊

さ
れ
た
日
本
初
の
随
筆
の
専
門
誌
『
心
境
』（
郷
土
出
版
社
）

を
挙
げ
た
い
。
随
筆
専
門
誌
と
い
っ
て
も
、『
心
境
』
は
随
筆

を
主
と
し
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
評
論
等
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
創
刊
号（
昭
和
九
年
四
月
）で
は
巻
頭
に
吉
江
喬
松
、

三
木
清
の
論
文
が
あ
り
、
以
下
に
新
村
出
、
河
井
酔
茗
、
森
田
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た
ま
、
唐
木
順
三
、
馬
場
孤
蝶
、
窪
田
空
穂
ほ
か
九
名
の
随
筆

が
並
ぶ
。
そ
し
て
巻
末
に
は
池
田
亀
鑑
の
評
論
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　
『
心
境
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
（
六
号
ま
で
発
行
と
推
定
）

か
ら｢
心
境｣

の
語
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　

美
人
を
見
る
心
境

0

0

は
、
う
れ
し
い
。（
略
）
私
の
心
境

0

0

だ

け
で
は
、
四
十
の
声
を
聞
く
と
同
時
に
、
妙
に
老
い
込
ん

だ
や
う
な
感
じ
が
す
る
こ
と
は
否
ま
れ
な
い
。（
寺
田
瑛

彦｢

美
人
と
空
席｣
『
心
境
』
創
刊
号
）

其そ
の

大
に
儲
け
た
と
こ
ろ
を
転
用
し
て
、
自
ら
の
心
境

0

0

も
豊

か
に
し
、（
西
木
子｢

お
芋
の
煮
え
た
も
御
存
じ
な
い｣

『
心

境
』
五
号
）

　

右
の
例
か
ら｢

心
境｣

と
い
う
語
が
、
昭
和
初
年
に
お
い
て

現
代
と
同
じ
く｢

心
の
状
態
。
心
の
あ
り
か
た｣ 

の
意
味
で
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

ま
た｢

心
境
の
変
化｣

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
現
在
も
よ
く

使
わ
れ
て
い
る
が
、
寺
田
寅
彦
は
こ
の
語
句
に
つ
い
て
昭
和
初

年
の
自
著
で
こ
う
紹
介
し
て
い
る
。

｢

心
境
の
変
化｣

と
い
う
言
葉
が
近
頃
一
時
流は

行や

っ
た
。 

｢

気
が
変
っ
た｣

と
い
う
の
と
大
し
た
変
り
は
な
い
が
新

し
い
言
葉
に
は
現
代
の
気
分
が
あ
る
と
見
え
る
。（
寺
田

寅
彦｢

Ｋ
か
ら
Ｑ
ま
で｣

『
文
芸
評
論
』
昭
和
八
年
刊
）

　

こ
の
指
摘
か
ら｢

心
境
の
変
化｣

と
い
う
語
句
が
昭
和
初
め

に｢

流
行｣

語
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
注
２
）。

　

｢

心
境｣

と
い
う
言
葉
は
、
元
来｢

心｣

と｢

境
（
＝
対
象
）｣

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
な｢

心
の
状
態｣

と

い
う
語
義
は
後
に
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』

第
二
版
（
小
学
館
、
平
成
十
三
年
刊
）
の｢

心
境｣

の
項
を
引

用
す
る
。

し
ん
き
ょ
う
【
心
境
】〔
名
〕

①
心
と
そ
の
対
象
。
＊
正
法
眼
藏
（1231-53

）
弁
道
話

｢

ま
た
、
心
境
と
も
に
静
中
の
証
人
悟
出
あ
れ
ど
も｣

＊

伝
光
録
（1299-1302

頃
）
仏
陀
難
提
尊
者｢

然
れ
ば
縦

ひ
心
境
不
二
と
説
く
も
、
猶
是
れ
真
実
の
論
に
あ
ら
ず｣

②
心
の
状
態
。
心
の
あ
り
方
。
気
持
。
＊
明
暗（1916

）〈
夏

目
漱
石
〉
一
四
三｢

重
囲
の
う
ち
に
自
分
を
見
出
し
た
狐

軍
の
や
う
な
心
境
（
シ
ン
キ
ャ
ウ
）
が｣

＊
彼
の
歩
ん
だ

道
（1965

）（
末
川
博
）
四｢

そ
の
う
ち
に
、
多
少
ず
つ

心
境
の
変
化
を
き
た
し
て
、
積
極
的
に
何
か
や
ろ
う
と
い

う
気
構
え
が
出
て
き
た｣

3

プロジェクト・ペーパー　No.33



＊
張
説-

清
遠
江
峡
山
寺
詩｢

静
黙
将二何
貴一、
惟
応二心
境
同一｣  　

　　

①｢

心
境
＝
心
と
そ
の
対
象｣

の
初
出
と
し
て
『
日
本
国

語
大
辞
典
』
は
、
十
三
世
紀
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
引
い
て
い

る
。
そ
の
用
例
の｢

心
境
と
も
に｣

と
い
う
語
句
が
示
す
よ
う

に  ｢

心｣
と｢
境
＝
対
象｣

は
対
立
す
る
語
で
あ
っ
た
。
一
方
、

②｢

心
境
＝
心
の
状
態｣

の
初
出
と
し
て
は
、
漱
石
の『
明
暗
』（
大

正
五
年
）
の
一
文
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
語
例
の｢

狐
軍
の

よ
う
な
心
境｣

は｢

狐
軍
の
よ
う
な
気
持
ち｣

と
同
義
で
あ
る
。

　

｢

心
境｣

の
語
誌
に
関
す
る
論
文
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
ま

だ
書
か
れ
て
は
い
な
い
。
中
国
文
学
研
究
者
の
鈴
木
修
次
の
指

摘
が
わ
ず
か
に
あ
る
の
み
で
あ
る
。　　

（『
碧
巖
録
』
に｢

心
境
〈
心
と
境
〉
未
だ
忘
ぜ
ず｣

（
第

二
十
一
則
、
評
語
）
と
い
う
用
例
が
あ
る
が)

｢

心
境
小

説｣

な
ど
に
い
う
日
本
語
の｢

心
境｣

が
、
禅
語
か
ら
出

発
す
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

し
か
し
そ
の
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。（
鈴
木
修
次｢
禅

文
化
に
ま
つ
わ
る
漢
語｣

『
漢
語
と
日
本
人
』
み
す
ず
書
房
、

昭
和
五
十
三
年
刊
）　　

　

鈴
木
は
、｢

日
本
語
の｢

心
境｣｣

す
な
わ
ち｢

心
の
状
態｣

の
意
味
の｢

心
境｣

が
禅
語
の｢

心
境
＝
心
と
そ
の
対
象｣

に

起
源
を
持
つ
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

石
田
瑞
麿
著
『
例
文
仏
教
語
大
辞
典
』（
小
学
館
、
平
成
九

年
刊
）
は
「
心
境
」
の
項
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

し
ん
き
ょ
う
〔
心
境
〕
①
心
と
そ
の
対
象
と
な
る
も
の
。

認
識
の
主
体
と
認
識
の
対
象
と
な
る
客
体
。
＊
秘
蔵
宝

鑰
（
八
三
〇
年
頃
、
空
海
、
注
広
嶋
）
下
・
八
「
心
境

絶
泯
常
寂
土　

語
言
道
断
遮
那
賓
」
＊
大
乗
伝
通
要
録

（
一
二
四
六
年
、
良
遍
、
注
広
嶋
）
上
・
一
ノ
六
「
理
智

既
冥
、
心
境
玄
会
」

②
心
の
有
り
様
。
心
に
思
っ
て
い
る
こ
と
。
＊
沙
弥
十
戒

威
儀
経
疏
（
七
六
一
年
、
法
進
、
注
広
嶋
）
三
「
依レ
実
白レ

師
無レ
違二
心
境一
」

　

石
田
は
①
「
心
と
そ
の
対
象
と
な
る
も
の
」
を
「
心
境
」
の

原
義
と
し
、
②
「
心
の
有
り
様
」
の
初
出
と
し
て
法
進
（
中
国

人
僧
侶
、
鑑
真
の
弟
子
、
七
〇
九
年
〜
七
七
七
年
）
の
著
作
『
沙

弥
十
戒
并
威
儀
経
疏
』
の
「
心
境
」
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
八
世
紀
に
す
で
に
「
心
境
＝
心
の
有
り
様
」
の
語

が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
私
の
探
索
に
よ
れ
ば
、
八
世
紀
以
降
に
お
い
て
「
心

境
＝
心
の
有
り
様
」
の
用
例
を
（
後
述
す
る
明
治
二
十
三
年
の

語
例
に
至
る
ま
で
）
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
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例
え
ば
、
江
戸
期
の
白
隠
（
語
索
引
あ
り
）
や
石
門
心
学
の

著
作
や
良
寛
（
語
索
引
あ
り
）
の
著
述
に
「
心
境
」
②
の
語
例

は
見
当
た
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
明
治
期
以
前
の
「
心
境
＝
心
の
有
り
様
」

の
語
例
の
通
時
的
な
把
握
は
今
後
の
課
題
と
し
、
明
治
期
以
降

に
そ
の
考
察
の
対
象
を
限
定
し
、「
心
境
」
の
語
誌
を
探
究
し

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

 

二　

明
治
期
の
仏
書
・
禅
書
の｢

心
境｣

　

明
治
初
年
か
ら
二
十
年
前
後
の
仏
教
書
八
十
数
点
を
通
覧
し

た
が
、「
心
境
＝
心
の
状
態
」
の
使
用
例
は
見
出
せ
な
い
。

　

こ
こ
に
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
に
出
版
さ
れ
た
『
心

境
』（
平
田
好
、
敬
業
社
）
と
い
う
書
が
あ
る
。
本
書
の
目
次

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

目
次

仏
教　

因
果

煩
悩

善
悪

四
恩

　

右
の
項
目
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
書
は
平
易
な

仏
教
入
門
書
で
あ
る
。｢

善
悪｣

の
項
に
は
こ
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

吾
人
は
境0

に
触
れ
て
心0

起
り
遂
に
其
行
為
に
も
善
悪
の
差

別
を
見
る
も
の
な
り
（｢

善
悪｣

）　　

　

｢

心｣

と｢

境｣

は
、
そ
れ
ぞ
れ｢

心｣

と｢

そ
の
対
象｣

の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
記
さ

れ
て
い
る
。

安
心
立
命
の
妙
果
を
得
て
仮た
と
ひ令
天
地
崩ば
う
え壊
す
る
も
無む

畏ゐ

の

心
境

0

0

は 

寂し
ゅ
く
マ
マ
　

と
し
て
動
か
ず
（｢

因
果｣

）　

心
に
悟
れ
る
仏
智
見
の
境
界
を
窺
う
か
が
ゝは
し
む
る
の
舟
し
ゅ
う

筏は
つ

と
な

せ
り　

既
に
彼
岸
に
達
し
仏
位
に
至
る
こ
と
を
得
は
復
た

舟
筏
を
籍
る
の
用
な
し　

済
度
の
法
（
仏
法
、
原
注
）
此

に
至
消
滅
す
（
小
見
出
し｢

仏
法
無
用
の
心
境

0

0｣
｢

仏
教｣

）

　

右
の｢

心
境｣

の
二
例
は
前
後
の
文
脈
か
ら
判
断
し
て｢

心

境
＝
心
の
状
態｣

の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

書
で
は｢
心
の
状
態｣

の
意
の｢

心
境｣

の
語
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
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明
治
三
十
年
代
ま
で
の
代
表
的
な
禅
宗
入
門
書
は
左
の
通
り

だ
が
、
こ
れ
ら
に｢

心
の
状
態｣

の
意
味
の｢

心
境｣

は
登
場

し
な
い
。

『
禅
学
三
要
』（
大
内
青
巒
、
明
治
二
十
年
刊
）　

『
大
覚
禅
師
座
禅
論
』（
今
北
洪
川
俗
解
、
釈
宗
演
和
注
、

明
治
二
十
七
年
刊
）

『
禅
学
話
問
答
』（
来
馬
琢
道
、
明
治
三
十
五
年
刊
）

『
禅
学
新
論
』（
勿ヌ

カ
ラ
リ
ヤ

滑
谷
快
天
、
明
治
三
十
七
年
刊
）

『
禅
学
講
話
』（
同
右
、
明
治
三
十
九
年
刊
）

　

右
の
書
に
お
い
て｢

心
境｣

の
語
は
あ
く
ま
で｢

心
と
境｣

の
意
味
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
大
覚
禅
師

座
禅
論
』
に
は
こ
う
あ
る
。

大
覚
禅
師
曰
く
五
藴
と
は
色
受
想
行
識
な
り
、
心0

を
起　

 

　

し
て
境0

を
見
る
、（｢

五
藴｣

の
注
）

　

ま
た
『
禅
学
新
論
』
の
巻
末
付
録｢

禅
語
略
解｣

で
は｢

境
」

の
意
味
の
み
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

境　

外
物
な
り
。
心
境
相
対
す
。
人
境
相
対
す
。（『
禅　
　

 

学
新
論
』）　　

            　

右
の｢

心
境
相
対
す｣

は
、
文
字
通
り｢

心｣

と｢

境｣

が
相

対
立
し
て
い
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

仏
教
書
や
修
養
書
の
著
述
家
で
あ
っ
た
加
藤
咄
堂
は
『
通
俗

心
経
講
話
』
で
こ
う
解
説
し
て
い
る
。

心
境

0

0

共
に
空
の
ま
ゝ
に
又
心
境

0

0

歴
然
と
し
て
其
相
を
あ
ら

は
し
て
居
る
の
で
主
観
と
い
ひ
客
観
と
い
ひ
心
と
い
ひ
境

と
い
ふ
の
は
共
に
現
象
界
の
こ
と
で
（
加
藤
熊
一
郎
『
通

俗
心
経
講
話
』｢

四　

実
義
（
上
）｣

明
治
四
十
年
刊
）　

　

右
の
書
で
は｢

心
境｣

は｢

心(

＝
主
観)｣

と｢

境
（
＝
客

観
）｣ 

の
意
味
で
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
十
三
年
刊
『
心
境
』
に
お
け
る
「
心
境
＝
心
の
状
態
」

の
語
例
は
明
治
前
期
に
お
い
て
孤
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
理
由
や
背
景
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

　

三　

哲
学
用
語
と
し
て
の｢

心
境｣

　
｢

心
境
＝
心
の
状
態｣

と
い
う
語
が
一
般
に
浸
透
し
、
盛
ん

に
使
わ
れ
る
の
は
（
私
の
探
索
で
は
）
明
治
三
十
九
年
か
ら
で

あ
る
。
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。　
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宇
宙
人
生
に
対
す
る
御
煩
悶

0

0

の
か
ず
〳
〵
縷
々
数
千
言
、

（
略
）
何
時
ぞ
や
、
予
れ
も
幾
久
し
く
御
同
様
な
る
心
境

0

0

に
沈
吟
致
し
候
経
験
も
有
之
候
も
の
か
ら
、（
略
）
常
に

暗
澹
た
る
懐
疑
の
陰
雲
に
の
み
藪
は
れ
た
り
し
生
の
心
境

0

0

は
二
三
年
こ
の
か
た
漸
く
天
霽
れ
前
途
開
濶
な
る
光
明
の

神
に
照
さ
れ
、（
納
俗
仏｢

友
人
に
答
へ
て
煩
悶

0

0

の
信
仰

を
説
く｣
『
心
の
友
』二
号
、
明
治
三
十
九
年
二
月
）（
注
３
）

　

こ
の
文
章
は
精
神
学
院
が
発
行
す
る
『
心
の
友
』
と
い
う
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
精
神
学
院
は｢

精
神
治
療
を
施
し
、

遠
隔
療
法
を
行｣

い
、｢

心
霊
慰
安｣
を
行
う
団
体
で
あ
る
と
い
う
。

｢

心
境
＝
心
の
状
態｣

と
い
う
語
が
禅
宗
や
仏
教
の
文
脈
で
は

な
く
、
哲
学
や
思
想
の
文
脈
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。

　

前
掲
の
評
論
は
書
簡
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く
書
簡

体
で
発
表
さ
れ
た
綱
島
梁
川
の
評
論
を
意
識
し
て
行
文
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
梁
川
の
論
説
は｢

人
に
与
へ
て
煩0

悶0

の
意
義
を
説
く｣

（『
時
代
思
潮
』
明
治
三
十
八
年
四
月
）
及

び｢

煩
悶

0

0

の
人
に
答
ふ
る
書｣

（
初
出
誌
不
明
、
明
治
三
十
八

年
一
月
、
梁
川
『
病
間
録
』
明
治
三
十
八
年
十
月
刊
、
所
収
）

で
あ
る
。
傍
線
や
傍
点
で
示
し
た
よ
う
に
、
納
俗
仏
の
題
名
の

｢

友
人
に
答
へ
て
煩
悶

0

0

の
信
仰
を
説
く｣

は
梁
川
の
二
つ
の
論

文
名
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

ま
た
そ
の
内
容
や
文
体
も
梁
川
の
論
評
に
よ
く
似
て
い
る
。

梁
川
の
評
論
を
引
用
す
る
。　　

御
書
拝
誦
。（
略
）
貴
下
と
略
々
同
様
な
る
経
験
を
経
来

た
れ
り
と
思
ほ
し
き
小
生
に
取
り
て
は
、
貴
下
が
目
下
の

御
心
状
、
人
事
と
も
思
は
れ
ず
候
。（
綱
島
梁
川｢

煩
悶

の
人
に
答
ふ
る
書｣

）

　

綱
島
梁
川
と
納
俗
仏
の
文
章
に
は｢

煩
悶｣

の
語
が
頻
出
す

る
。
こ
の
言
葉
は
明
治
三
十
年
代
後
半
の
哲
学
や
信
仰
の
論
説

に
、
繰
り
返
し
出
現
す
る
語
彙
で
あ
る
（
注
４
）。
明
治
三
十

年
代
後
半
の｢

思
潮
の
傾
向｣

に
つ
い
て
述
べ
た
当
時
の
評
論

が
あ
る
。

操
藤
村
君
一
た
び
身
を
華
厳
瀑
に
投
じ
て
よ
り
、
青
年
間

を
通
ず
る
思
潮
は
俄
然
と
し
て
茲
に
一
変
し
来
れ
り
。
啻た
だ

に
青
年
間
に
み
な
ら
ず
、
是
れ
を
出
版
界
に
徴
す
る
も
、

是
れ
を
文
芸
創
作
及
び
批
評
等
に
見
る
も
、
最
近
三
四
年

の
思
潮
の
変
動
は
実
に
多
大
な
る
も
の
あ
る
を
認
め
ず
む

ば
あ
ら
ず
。
曾
て
ラ
ブ
を
謳
歌
し
成
功
を
云
為
し
た
り
し

青
年
は
今
や
急
転
直
下
の
勢
を
以
て
心
霊
の
問
題
、
来
世

の
解
決
に
向
つ
て
走
れ
り
、（
松
原
至
文｢

青
年
思
潮
の

傾
向
（
宗
教
界
の
青
年
を
警
む
）｣

『
文
庫
』
明
治
三
十
七

7
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年
十
一
月
）　　

　

右
の｢

操
藤
村｣

と
は
、
明
治
三
十
六
年
五
月｢

煩
悶

0

0

終
に

死
を
決
す｣

と
い
う
言
葉
を
残
し
て
自
殺
し
た
一
高
生
藤
村
操

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
自
死
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
出
版
、

文
芸
創
作
、
批
評
に
お
い
て｢

心
霊
の
問
題｣

｢

来
世
の
解
決｣

の
こ
と
が｢

青
年
思
潮
の
傾
向｣

と
な
っ
た
と
い
う
。

　

次
の
文
章
は
明
治
三
十
八
年
六
月
の
も
の
だ
が
、
右
の
論
評

と
同
様
に
、
明
治
三
十
年
後
半
の
思
潮
傾
向
を
よ
く
表
わ
し
て

い
る
。

　

既
に
称
し
て
陶
冶
と
い
ふ
、
吾
人
は
飽
ま
で
困
難
に
当

り
人
生
を
経
験
し
、
煩
悶

0

0

苦
悩
あ
ら
ゆ
る
風
雨
と
戦
て
、

遂
に
人
間
を
理
解
し
、
社
会
を
達
観
し
、
最
後
に
自
覚
の

0

0

0

境0

に
達
し
、
絶
対
の
地
盤
を
見
出
す
に
在
り
。
近
時
青
年

苦
悶
に
陥
る
も
の
多
く
し
て
道
を
求
む
る
に
切
実
な
る
が

如
き
は
確
か
に
此
大
勢
を
呼
び
来
る
も
の
、
必
ず
や
無
意

義
に
終
ら
ざ
る
を
信
ず
る
も
の
な
り
。（
無
署
名｢
人
格

の
陶
冶｣

『
求
道
』
明
治
三
十
八
年
六
月
）　

　

こ
の
論
説
は
全
体
と
し
て
、｢

人
格
の
陶
冶｣

に
よ
っ
て
「
煩

悶｣

の｢

境｣

か
ら｢

自
覚
の
境｣

へ
と
青
年
が
到
達
し｢

絶

対
の
地
盤
を
見
出
す｣

こ
と
を
鼓
舞
し
て
い
る
。
右
の｢

自
覚

の
境｣

と
い
う
語
句
は
、
の
ち
の
論
者
な
ら
ば｢

自
覚
の
境
地
」

と
か｢

自
覚
の
心
境｣

と
表
現
す
る
箇
所
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
思
潮
を
背
景
と
し
て｢

心
境｣

の
語
が
（「
煩

悶｣
｢

心
霊｣

の
語
と
と
も
に
）
明
治
三
十
九
年
以
後
に
多
く

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

次
の
引
用
は
時
代
精
神
を
述
べ
た
明
治
三
十
九
年
の
も
の
だ

が
、｢

心
境｣

の
語
が
論
文
中
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

現
実
の
上
に
、
超
然
地
歩
を
占
め
ん
と
す
る
は
、
達
人
の

心
境

0

0

た
ら
ざ
る
を
得
ず
、（
略
）
一
切
と
能
く
調
和
す
る

所
以
、
哲
人
の
心
境

0

0

古
来
皆
此
の
如
か
り
し
也
、（
小
山

東
助｢

時
代
を
超
越
す
る
の
道｣

『
新
人
』
明
治
三
十
九

年
十
月
）　　

　 　

四　

文
芸
用
語
と
し
て
の｢

心
境｣

　

明
治
三
十
九
年
に
は
ま
た
、
文
芸
評
論
に
お
い
て｢

心
境｣

の
語
が
使
わ
れ
出
す
。
ま
ず
文
芸
時
評
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

（
近
時
の
小
説
は
不
振
で
あ
る
が
）
夫
れ
国
民
文
学
の
形

成
は
、
畢
竟
個
人
の
心
境

0

0

の
啓
発
洗
練
に
帰
着
す
、（
紫

峰｢
近
時
小
説
界
の
不
振｣

｢

時
評｣

『
新
声
』
明
治

三
十
九
年
八
月
）
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文
学
作
品
の
興
隆
の
た
め
に
は｢

個
人
の
心
境
の
啓
発
洗
練
」

こ
そ
が
第
一
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、｢

心
境｣

は｢
啓
発｣

さ
れ｢

洗
練｣

さ
れ
得
る
も
の
と
把
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

　

次
の
片
上
天
弦
の
時
評
は
夏
目
漱
石
『
草
枕
』（
明
治

三
十
九
年
九
月
）
の
評
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

現
世
に
在
つ
て
現
世
を
超
越
す
る
安
住
の
地
は
、
即
ち
、

斯
の
心
境

0

0

に
在
り
と
し
た
も
の
が
こ
の
一
篇
の
『
草
枕
』

で
は
な
い
か
。（
片
上
天
弦｢
『
草
枕
』
論｣

明
治
三
十
九

年
九
月
二
十
四
日｢

東
京
日
日
新
聞｣ 

）　　

　
　

　

漱
石
自
身
は
『
草
枕
』
の
な
か
で
は｢
心
境｣

と
い
う
語
を

一
度
も
使
っ
て
い
な
い
が
、
天
弦
は｢

心
境｣
を
『
草
枕
』
読

解
の
最
重
要
語
と
考
え
て
い
る
。
漱
石
は｢

境｣
や｢
境
界｣

の
語
で
、
天
弦
が｢

心
境｣

と
称
し
た
も
の
を
表
わ
し
て
い
る
。

冲
融
と
か
澹
蕩
と
か
云
う
詩
人
の
語
は
尤
も
こ
の
境0

を
切

実
に
言
い
了
せ
た
も
の
だ
ろ
う
。 

／
こ
の
境
界

0

0

を
画
に

し
て
見
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
考
え
た
。（『
草
枕
』
六
）

　

そ
し
て
明
治
四
十
年
に
な
る
と
、
自
然
主
義
を
主
張
す
る
評

家
た
ち
が｢

心
境｣

の
語
を
多
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
片

上
天
弦
は
前
年
に
引
き
続
き
、
こ
の
語
を
多
く
使
っ
た
。

漱
石
氏
等
の
作
に
、
現
実
の
痛
苦
と
相
亘
る
心
境

0

0

を
見
る

と
せ
ば
、
そ
れ
は
畢
竟
現
実
の
痛
苦
が
こ
の
一
派
の
人
々

を
動
か
し
て
現
実
を
離
れ
若
し
く
は
こ
れ
に
背
き
去
ら
ん

と
す
る
に
至
ら
し
め
た
点
に
於
い
て
ゞ
あ
ら
う
。（
片
上

天
弦｢

彙
報｣

『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
十
年
三
月
）

（
俳
諧
趣
味
は
）
人
生
根
本
の
問
題
、
最
後
の
真
理
と
い

ふ
如
き
意
識
を
能
ふ
か
ぎ
り
控
除
し
閑
却
し
て
、
偏
へ
に

純
美
耽
溺
の
心
境

0

0

に
止
ま
ら
ん
と
す
る
（
略
）
一
（
俳
諧

派
〈
漱
石
・
虚
子
・
寅
彦
の
写
生
派
〉
の
こ
と
）
は
事
象

を
離
れ
た
る
心
境

0

0

の
表
現
に
興
味
を
感
ず
る
。（
天
弦
「
事

象
当
対
の
感
味
と
俳
諧
派
の
新
領
域｣

『
早
稲
田
文
学
』

明
治
四
十
年
七
月
）　　

　
　

解
決
は
、
直
ち
に
進
ん
で
問
題
そ
れ
自
か
ら
を
解
決
す
る

に
あ
る
か
、
但
し
は
ま
た
問
題
を
脱
離
し
超
越
し
た
る
別

個
の
心
境

0

0

を
拓
く
に
在
る
か
。(

天
弦｢

無
解
決
の
文
学｣

『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
十
年
九
月
）  　

　

引
用
か
ら
分
か
る
よ
う
に
天
弦
は
、
漱
石
を
始
め
と
す
る
俳
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諧
派
の｢

出
世
間
的｣

態
度
を｢

現
実｣

や｢

人
生
根
本
の
問

題｣

を｢

閑
却｣

す
る
態
度
と
見
な
し
、
そ
の
表
現
は｢

事
象

を
離
れ
た
る
心
境
の
表
現
」
で
あ
る
と
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
。

　

ま
た
『
早
稲
田
文
学
』
派
の
相
馬
御
風
や
島
村
抱
月
、
さ
ら

に
は
馬
場
孤
蝶
も｢

心
境｣

の
語
を
用
い
て
い
る
。

自
己
の
中
に
分
解
せ
る
二
個
の
心
的
活
動
（
知
識
と
感
情
、

客
観
と
主
観
）
が
刹
那
的
に
融
会
し
た
る
心
境

0

0

を
以
て
、

我
に
於
け
る
自
然
主
義
の
境
致
と
観
れ
ば
、
客
観
の
事
象

に
我
を
托
し
、｢

我
が
生
命
と
な
っ
た
自
然｣

の
活
躍
す

る
を
正
に
そ
の
絶
対
境
と
観
る
べ
き
で
あ
る
。（
相
馬
御

風｢

文
芸
上
主
客
両
体
の
融
会｣
『
早
稲
田
文
学
』
明
治

四
十
年
十
月
）

    　
宇
佐
美
氏
と
い
ふ
が
（
綱
島
梁
川
の
）
追
慕
の
情
を
捧
げ

た
一
文
を
読
み
、
寂
光
の
語
を
以
て
故
人
大
悦
後
の
心
境

0

0

を
形
容
す
る
と
い
ふ
に
至
つ
て
、（
島
村
抱
月｢
梁
川
、

樗
牛
、
時
勢
、
新
自
我｣

『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
十
年

十
一
月
）

か
う
い
ふ
容
赦
も
出
来
ぬ
や
う
な
心
境

0

0

だ
っ
た
ら
は
、（
小

説
は
）
大
胆
に
書
い
て
も
構
は
ぬ
。（
馬
場
孤
蝶｢

文
芸

上
の
自
然
主
義｣

『
新
小
説
』
明
治
四
十
年
十
一
月
）

　　

右
三
者
の
う
ち
、
相
馬
御
風
の｢

心
境｣

の
例
は
さ
き
の
天

弦
の｢

心
境｣

と
は
異
な
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
天
弦

は
俳
諧
派
の
文
芸
が
現
実
の
事
象
か
ら
離
れ
た｢

心
境｣

を
描

い
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
批
判
し
た
が
、
御
風
は
自
己
の
中
に

お
い
て｢

客
観
の
事
象｣

と｢

我｣

が｢

融
会｣

す
る｢

心
境
」

こ
そ
が｢

絶
対
境｣

で
あ
り
、｢

自
然
主
義
の
境
致｣

で
あ
る

と
し
て
、｢

心
境｣

の
語
を
肯
定
的
な
意
味
で
使
用
し
て
い
る（
注

５
）。

   

続
く
用
例
は
明
治
四
十
一
年
の
も
の
で
あ
る
。

自
然
主
義
者
の
態
度
は
、
正
に
現
実
界
に
立
戻
つ
た
禅
坊

0

0

主0

と
同
様
で
あ
る
。（
略
）
傍
観
者
と
し
て
従
容
逼
ら
ざ

れ
ば
こ
そ
、
其
の
問
題
の
種
々
相
が
明
白
に
解
か
り
、
善

悪
美
醜
正
邪
細
大
す
べ
て
の
姿
が
心
境

0

0

に
映
ず
る
の
で
あ

る
。（
長
谷
川
天
渓｢

所
謂
余
裕
派
小
説
の
価
値｣

『
太
陽
』

明
治
四
十
一
年
三
月
）　　

此
の
時
の
気
持
は
正
し
く
禅
家

0

0

の
い
は
ゆ
る
湛
然
の
水
に

真
如
の
月
が
澄
ん
だ
と
か
、
花
は
紅
く
柳
は
緑
に
雨
は
湿

つ
ぽ
く
風
は
寒
く
現
じ
て
来
る
と
か
い
ふ
境
で
あ
る
。
此

に
於
て
か
た
ゞ
の
浮
世
と
は
違
ふ
、
一
種
超
越
的
の
感
を

伴
ふ
こ
と
に
な
る
。（
略
）
醇
芸
術
的
に
な
つ
た
刹
那
の
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心
境

0

0

は
、
表
裏
若
し
く
は
消
積
両
極
面
か
ら
説
く
こ
と
が

出
来
や
う
。（
島
村
抱
月｢

芸
術
と
実
生
活
の
界
に
横
た

は
る
一
線｣

『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
十
一
年
九
月
）

文
芸
上
の
自
然
主
義
は
冷
め
た
自
己
が
静
に
世
相
を
観
る

時
の
姿
と
も
い
へ
る
。
禅
的
文
芸

0

0

0

0

と
形
容
し
て
よ
か
ら
う
。

抱
月｢
冷
め
た
自
己｣

『
二
六
新
報
』
明
治
四
十
一
年
八

月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
）

　

天
渓
も
抱
月
も
御
風
の｢
心
境｣

の
捉
え
方
を
発
展
さ
せ
、

｢

す
べ
て
の
姿
が
心
境

0

0

に
映
ず
る｣
と
す
る
。
そ
し
て｢

自
然

主
義
の
態
度｣

と
は｢

現
実
界
に
立
戻
つ
た
禅
坊
主｣

の
態
度

と
同
じ
で
あ
り
、｢

冷
め
た
自
己
が
静
に
世
相
を
観
る｣

｢

禅
的

文
芸｣

で
あ
る
と
し
て
い
る
。　　

　

翌
明
治
四
十
二
年
に
は
次
の
有
名
な
文
章
が
抱
月
に
よ
っ
て

書
か
れ
る
。

在
る
が
ま
ま
の
現
実
に
即
し
て
／
全
的
存
在
の
意
義
を
髣

髴
す
／
観
照
の
世
界
也
／
味
に
徹
し
た
る
人
生
也
／
此
の

心
境

0

0

を
芸
術
と
い
ふ
（
島
村
抱
月
『
近
代
文
芸
之
研
究
』

明
治
四
十
二
年
刊
、
表
紙
の
言
）　　

　

抱
月
は
（
漱
石
の
『
草
枕
』
の
よ
う
に｢

現
世
を
超
越
す
る
」

の
で
は
な
く
）｢

現
実
に
即
し｣

つ
つ
、
現
実
の
な
か
に
あ
っ

て｢

観
照
の
世
界｣

を
築
き
上
げ
る
こ
と
─
─
こ
の｢

心
境｣

こ
そ
が｢

芸
術｣

で
あ
る
と
し
て
い
る
。　

　

五　

禅
入
門
書
等
に
お
け
る
変
化

　

自
然
主
義
を
主
張
す
る
評
論
家
た
ち
は
自
然
主
義
の
文
芸
作

品
を｢

禅
的
文
芸｣

で
あ
る
と
言
う
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
と

呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
禅
宗
解
説
書
に
は｢

心
境
＝
心
の
状
態
」

の
語
が
明
治
四
十
年
代
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

例
え
ば
、
釈
宗
演
（
漱
石
の
臨
済
宗
の
師
）
は
『
筌
蹄
録
』

（
明
治
四
十
二
年
二
月
刊
）
で
左
の
ご
と
く
に
述
べ
、｢

心｣

と

｢

境
＝
そ
の
対
象｣

と
す
る
。

（
仏
法
の
書
で
は
）
多
く
は
此
（
人
と
境
）
を
換
へ
詞
へ

ば
、
常
に
心
と
境
を
云
ふ
て
居
る
、
心
は
即
ち
一
心
、
境

は
万
境
で
す
、（『
筌
蹄
録
』
第
十
九
編｢

臨
済
禅
師
四
科

簡｣
｢

二　

四
科
簡
の
解
義｣

）

と
こ
ろ
が
、
同
書
中
の
其
角
の
句
の
解
説
に
お
い
て
は｢

心
境
」

の
語
を｢

心
の
状
態｣

の
意
味
で
用
い
て
い
る
。

其
角
が
芳
山
の
一
望
唯
桜
花
の
爛
漫
た
る
を
見
て｢

是
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は
々
々
と
ば
か
り
花
の
芳
野
山｣

と
云
つ
て
居
る
が
、
即

ち
此
の
心
境

0

0

で
あ
る
。（
同
書
、
第
十
四
編｢

禅
の
要
旨｣

｢
一　

禅
と
人
性｣

、
素
稿
は｢

禅
の
極
意｣

『
成
功
』
明

治
四
十
一
年
六
月
）　

　

大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
な
る
と
、
禅
の
入
門
書
等
に
は｢

心

境=

心
の
状
態
及
び
心
の
境
地｣

の
語
が
散
見
す
る
よ
う
に
な

る
。

唯
一
な
る
真
理
を
体
得
し
た
人
（
道
元
）
の
自
由
に
し
て

清
朗
な
る
心
境

0

0

、
そ
の
心
境

0

0

に
映
っ
た
哀
れ
な
人
間
の
物

欲
を
、叱
責
し
つ
つ
憐
れ
み
嘆
く
心
、の
表
現
で
あ
る
。（
和

辻
哲
郎｢

沙
門
道
元｣

｢

一　

序
言｣
『
新
小
説
』
大
正
十

年
七
月
）

こ
れ
（
上
杉
謙
信
軍
が
常
に
勝
っ
た
こ
と
）
は
無
論
、
謙

信
自
身
の
鍛
え
ら
れ
て
る
心
境

0

0

の
発
現
で
あ
る
。（
菅
原

洞
禅｢

上
杉
謙
信
の
心
境

0

0

錬
磨｣

『
日
本
禅
門

0

0

偉
傑
伝
』

大
正
十
三
年
刊
）　

そ
の
修
業
は
言
語
の
上
の
接
衝
で
な
く
て
心
境

0

0

の
上
の
接

衝
で
あ
る
か
ら
、（
略
）
畢
竟
、
禅0

は
言
句
を
以
て
説
く

能
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
の
が
至
当
の
見
解
で
あ
つ

て
、（
沖
垣
寛｢

禅0

の
真
面
目｣

『
更
正
の
教
育
』
大
正

十
四
年
刊
）

　
　

放
捨
は
休
息
と
同
意
に
て
、
色
に
も
香
に
も
声
に
も
何
に

も
心
を
奪
は
れ
な
い
精
神
を
統
一
す
る
心
境

0

0

を
い
ふ
の

で
あ
る
。(

中
根
環
堂｢

坐
禅

0

0

の
方
法｣

『
本
当
に
活
る
力　

坐
禅
の
極
意
』
昭
和
十
一
年
刊
〈
昭
和
十
四
年
再
版
〉)

そ
れ
は
正
に
信
玄
の
心
境

0

0

で
あ
つ
た
。（
略
）
施せ

無む

畏ゐ

、

禅0

の
奥
義
は
施
無
畏
で
あ
る
。
畏
る
ゝ
無
き
心
境

0

0

に
あ
る
。

（
山
田
雲
林｢

ビ
ク
と
も
し
な
い
そ
の
心
境

0

0｣

『
禅
学
入
門

の
書
』
昭
和
十
二
年
刊
）　　

「
空
」
の
境
地
で
あ
る
。
何
で
も
な
い
心
境

0

0

で
あ
る
。
こ

の
軽
安
の
気
持
こ
そ
が
、
人
生
至
上
の
幸
福
な
の
で
あ
る
。

（
友
松
円
諦
「
寂
静
」『
仏
教
入
門
』
昭
和
十
七
年
刊
）　　

　

右
の
『
禅
学
入
門
の
書
』（
昭
和
十
二
年
刊
）
で
は
、｢

畏

る
ゝ
無
き
心
境｣

を｢

禅
の
奥
義｣

と
す
る
。
前
述
し
た
明
治

二
十
三
年
刊
の
『
心
境
』
に
お
い
て
も｢

無
畏
の
心
境｣

と
い

う
語
句
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

六　

｢

心
境
小
説｣

と
い
う
理
念
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｢

心
境
小
説｣

と
い
う
術
語
が
あ
る
。
文
学
事
典
で
は
次
の

よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

し
ん
き
ょ
う
し
ょ
う
せ
つ　

心
境
小
説　

一
九
二
三
〜

二
四
年
こ
ろ
、
久
米
正
雄
と
中
村
武
羅
夫
が
使
い
は
じ
め

た
こ
と
ば
。
中
村
に
よ
れ
ば
、
作
者
が
直
接
作
品
の
中
に

出
て
来
て
も
の
を
言
う
小
説
で
、〈
花
鳥
風
月
に
託
し
て

己
れ
の
感
情
を
詠
ず
る
歌
俳
諧
の
境
地
に
近
い
〉
作
品
を

い
い
、
久
米
に
よ
れ
ば
、
つ
ね
に
間
違
い
な
く
自
分
で
あ

り
う
る
心
の
据
え
よ
う
に
よ
っ
て〈
私
〉を
コ
ン
デ
ン
ス
し
、

そ
れ
を
渾
然
と
再
生
せ
し
め
る
こ
と
で
芸
術
と
な
り
え
た

〈
真
の
意
味
の
私
小
説
〉
の
こ
と
を
い
う
。（
略
）（『
日
本

文
学
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
刊
、
佐
藤
善
也
執
筆
）

　

中
村
武
羅
夫
の
主
張
は｢

本
格
小
説
と
心
境
小
説
と｣
（『
新

小
説
』
大
正
十
三
年
〈
一
九
二
四
年
〉
一
月
）
に
、
久
米
正
雄

の｢

心
境
小
説｣

擁
護
の
論
は｢

私
小
説
と
心
境
小
説｣
（『
文

芸
講
座
』
文
芸
春
秋
社
、
大
正
十
四
年
〈
一
九
二
五
年
〉
一
月
、

五
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

右
の
通
説
の
補
説
と
し
て
、
山
本
芳
明
は｢

心
境
小
説｣

と

い
う
語
自
体
の
初
出
が
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
五
月
の

中
村
武
羅
夫
の
発
言
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
６
）。

か
ふ
い
ふ
心
境
小
説

0

0

0

0

（
宇
野
浩
二
と
佐
藤
春
夫
の
小
説
）

を
読
ん
で
（「
創
作
合
評　

第
三
回
」
中
村
の
発
言
『
新
潮
』

大
正
十
二
年
五
月
）

　

こ
れ
に
対
し
て
、
曾
根
博
義
は
『
編
年
体
大
正
文
学
全
集　

大
正
十
二
年
』
に
お
い
て
注
解
を
加
え
て
い
る
。

　

広
津
和
郎
の
時
評
を
通
覧
す
れ
ば
、
早
く
も
大
正
八
年

0

0

0

0

頃

か
ら
、
作
品
の
な
か
に
作
者
の
心
や
態
度
が
ど
れ
だ
け
直

接
に
、
具
体
的
に
表
れ
て
い
る
か
を
作
品
の
評
価
の
基
準

に
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。（
曾
根

博
義
編
『
編
年
体
大
正
文
学
全
集　

第
十
二
巻　

大
正

十
二
年
』
平
成
十
四
年
刊
）　　

　

曾
根
の
指
摘
を
さ
ら
に
補
足
す
る
な
ら
ば
、
広
津
は
大
正
八

年
よ
り
も
早
い
大
正
五
年
の
段
階
で
「
作
者
の
心
や
態
度
」
を

「
作
品
の
評
価
の
基
準
」
に
す
る
と
い
う
表
明
を
し
て
い
る
。

私
は
初
め
か
ら
或
る
標
準
を
立
て
ゝ
批
評
し
た
く
な
い
。

な
る
た
け
各
作
家
の
傾
向
に
這
入
っ
て
行
っ
て
、
そ
し
て

各
作
家
の
心
境

0

0

を
見
て
行
き
た
い
。（
広
津
和
郎｢

ペ
ン

と
鉛
筆
」『
洪
水
以
後
』
大
正
五
年
正
月
）　　

13

プロジェクト・ペーパー　No.33



　

広
津
和
郎
は
同
じ
く
大
正
五
年
正
月
の
時
評
で
、
こ
う
も
述

べ
て
い
る
。

（
田
山
花
袋
）
氏
は
氏
が
現
在
到
達
し
た
と
自
称
し
て
い

る
心
境

0

0

に
達
す
る
ま
で
の
、
様
々
な
苦
痛
、
煩
悶

0

0

、
懐
疑
、

そ
れ
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る
努
力
、
奮
闘
等
を
、
象
徴
的

に
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。（
広
津
「
十
二
月
の
創
作

／
田
山
花
袋
の
「
絶
壁
」『
洪
水
以
後
』
大
正
五
年
正
月
」）　　

　

広
津
は
花
袋
作
品
に
「
煩
悶
」
と
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
「
到

達
し
た
」「
心
境
」
を
読
み
取
り
、
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
花
袋
自
身
は
、
批
評
と
は
作
家
の
「
心
境
」
を
読

解
す
る
も
の
だ
と
い
う
考
え
を
す
で
に
示
し
て
い
た
。

何
を
描
い
て
も
、
作
家
は
そ
の
心
境

0

0

を
磨
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。（
略
）
批
評
家
は
、
そ
の
批
評
を
す
る
に
当
つ
て
、

先
づ
第
一
に
、
何
よ
り
先
に
、
こ
の
作
者
の
心
境

0

0

に
入
つ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
田
山
花
袋
「
広
い
空
間
」

『
文
章
世
界
』
大
正
四
年
十
一
月
）　

　

花
袋
は
、「
心
境
小
説
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
使
っ
て
い
な
い
が
、

小
説
と
は
作
者
が
「
心
境
」
を
磨
き
、
そ
の｢

心
境｣

を
描
い

た
も
の
で
あ
り
、
批
評
家
は
作
品
に
表
現
さ
れ
た
作
者
の
「
心

境
」
を｢

先
づ
第
一
に｣

味
わ
い
、
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
た
（
注
７
）。

　

七　

久
米
正
雄
の
「
心
境
」｢

心
境
小
説｣

　

久
米
正
雄
は
「
心
境
小
説
」
と
い
う
術
語
は
自
分
の
命
名
に

よ
る
も
の
だ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

心
境

0

0

と
い
う
の
は
、
実
は
私
が
俳
句
を
作
っ
て
い
た
時
分
、

俳
人
の
間
で
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
で
、
作
を
成
す
際
の
心

的
境
地
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
当
る
で
あ
ろ
う
。（
久

米
正
雄
「
私
小
説
と
心
境
小
説
」
大
正
十
四
年
五
月
）

　

右
に
言
う
「
心
境
＝
俳
人
の
間
で
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
」
に

つ
い
て
は
、
従
来
調
査
や
言
及
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
「
心
境
小
説
」
と
い
う
概
念
の
出
自
を
探
る
た
め
、「
俳

人
の
間
」
に
お
け
る
「
心
境
」
と
い
う
語
の
探
索
を
し
て
み
る
。

　

久
米
は
「
俳
句
を
作
っ
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
事
実
で
、
彼
は
明
治
四
十
一
年
（
十
八
歳
）
か
ら
大
正
三
年

（
二
十
四
歳
）
ま
で
句
作
に
励
ん
で
い
た
。
そ
の
間
久
米
は
、

河
東
碧
梧
桐
、
大
須
賀
乙
字
、
萩
原
井
泉
水
に
師
事
し
、「
成

れ
る
な
ら
ば
、
此
の
二
人
（
乙
字
、
井
泉
水
）
の
や
う
に
、
俳
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人
の
文
学
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
い
う
（「
九
迷
亭
自
伝
」

『
文
芸
春
秋
』
昭
和
十
二
年
正
月
、
二
月
）。　　

　

そ
こ
で
碧
梧
桐
、
乙
字
、
井
泉
水
の
俳
論
や
評
論
に
あ
た
っ

て
み
る
と
、
ま
ず
、
碧
梧
桐
に
は
大
正
期
ま
で
の
俳
論
等
に
「
心

境
」
の
語
は
登
場
し
な
い
。

　

一
方
、
井
泉
水
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

彼
ら
（
芭
蕉
時
代
の
俳
人
）
の
俳
句
は
た
ゞ
自
分
の
心
持

を
表
白
し
た
と
い
ふ
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
其
の
心
境

0

0

を
開
く
為
の
鍵
と
し
て
み
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。（
萩

原
井
泉
水
「
芸
術
よ
り
芸
術
以
上
へ
」
大
正
六
年
、『
我

が
小
さ
き
泉
よ
り
』
大
正
十
三
年
刊
、
所
収
）

　

こ
こ
で
井
泉
水
は
「
心
持
」
と
「
心
境
」
と
を
区
別
し
て
使

用
し
、「
心
境
」
と
い
う
語
を
「
心
持
」
と
は
違
っ
て
、
よ
り

高
い
次
元
の
心
の
あ
り
方
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
っ
て
い
る
。

井
泉
水
は
、
芭
蕉
等
の
俳
人
は
俳
句
と
い
う
芸
術
を
通
し
て｢

芸
術
以
上｣

の｢

心
境｣

に
到
達
し
よ
う
と
し
た
か
ら
こ
そ
評

価
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
（
な
お
、
右
の
大
正
六
年
以
前
の
彼

の
論
に
お
い
て
、「
心
境
」
の
語
は
見
出
せ
な
い
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
大
須
賀
乙
字
の
評
論
で
は
多
く
の
「
心
境
」

の
語
が
見
ら
れ
る
。

　

（
世
間
で
は
）
俳
句
は
出
世
間
的
の
趣
味
で
純
美
耽
溺
の

心
境

0

0

に
遊
ぶ
も
の
だ
と
い
ふ
位
の
こ
と
だ
。（
大
須
賀

乙
字
「
明
治
四
十
一
年
の
俳
句
界
」『
ア
カ
ネ
』
明
治

四
十
二
年
正
月
）　　

　
　

（
芭
蕉
の
句
で
は
）
死
に
迫
っ
た
生
の
執
着
、
そ
の
瞬
間

に
見
る
全
体
的
発
展
の
心
境

0

0

が
お
ぼ
つ
か
な
く
し
か
し
力

強
く
う
た
は
れ
て
居
る
（
乙
字｢

芭
蕉
の
人
生｣

『
人
生

と
表
現
』
大
正
二
年
正
月
）　

俳
句
作
は
先
づ
、
其
心
境

0

0

に
達
す
る
こ
と
が
一
種
の
芸
術

化
で
あ
つ
て
、
句
作
は
第
二
の
技
巧
に
待
つ
所
が
多
い
の

で
あ
る
。（
乙
字｢

『
層
雲
』
記
者
に
与
ふ｣

『
人
生
と
表
現
』

大
正
二
年
正
月
）

自
然
現
象
に
融
合
さ
れ
た
る
解
脱
的
忘
我
的
感
情
の
心
境

0

0

が
真
の
俳
句
境
で
あ
つ
て
（
乙
字｢

再
び
月
並
み
研
究
に

つ
い
て｣

『
懸
葵
』
大
正
五
年
十
一
月
）

す
べ
て
全
体
的
発
展
の
心
境

0

0

に
立
つ
て
作
を
す
る
時
は
、

所
謂
主
観
と
か
客
観
と
か
い
ふ
区
別
は
あ
る
べ
き
で
な
い
。

（
乙
字
『
俳
句
作
法
』
大
正
六
年
執
筆
、
昭
和
九
年
刊
）　
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乙
字
の｢

心
境｣

と
い
う
語
の
使
い
方
に
関
し
て
注
目
す
べ

き
こ
と
が
二
点
あ
る
。

　

第
一
点
は
、
乙
字
は
明
治
四
十
二
年
の
段
階
で
は｢

（
世
間

で
は
）
俳
句
は
…
…
純
美
耽
溺
の
心
境
に
遊
ぶ
も
の｣

と
記
し
、

｢

心
境｣
と
い
う
語
を
否
定
的
な
意
味
合
い
に
お
い
て
用
い
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の｢

純
美
耽
溺
の
心
境｣

と
い

う
語
句
は
、
先
に
引
用
し
た
片
山
天
弦
の
俳
諧
派
批
判
の
一
文

の｢

（
俳
諧
趣
味
は
）
偏
へ
に
純
美
耽
溺
の
心
境
に
止
ま
ら
ん

と
す
る｣

（
天
弦
、
明
治
四
十
年
七
月
）
を
踏
ま
え
た
文
言
と

考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
点
は
、
大
正
期
に
入
る
と
乙
字
は｢

其
心
境
に
達
す
る

こ
と
が
一
種
の
芸
術
化｣

（
大
正
二
年
）
で
あ
る
と
し
て
〈
心

境
第
一
〉〈
句
作
第
二
〉
の
考
え
を
打
ち
出
し
、
そ
の｢

心
境｣

に
つ
い
て
は｢

自
然
現
象
に
融
合

0

0

さ
れ
た
る
解
脱
的
忘
我
的
感

情
の
心
境｣

（
大
正
五
年
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
先
に
引
用
し
た
御
風
の｢

心
境｣

の
捉
え
方
─
─
「
分

解
せ
る
二
個
の
心
的
活
動
が
刹
那
的
に
融
会

0

0

し
た
る
心
境｣
（
明

治
四
十
年
）
と
重
な
り
合
う
表
現
で
あ
る
。

　

乙
字
の
俳
論
は
こ
の
よ
う
に｢

心
境｣

を
重
視
す
る
自
然
主

義
の
文
学
観
（
御
風
、
抱
月
）
の
影
響
下
に
成
立
し
、
さ
ら
に

作
品
よ
り
も
作
家
の｢

心
境｣

の
あ
り
方
を
重
視
す
る
〈
心
境

第
一
〉
の
考
え
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
久
米
の
言
う｢

心
境｣

と
は
、
乙
字
や
井
泉
水

の
言
う
よ
う
に
、
単
な
る｢

心
持｣

で
は
な
く
作
品
以
上
に
大

切
な｢

心
的
境
地｣

を
言
う
の
で
あ
り
、
ま
た
乙
字
の
主
張
す

る
よ
う
に
（
理
想
的
に
は
）｢

主
観
と
か
客
観｣

の
区
別
の
な

く
な
っ
た｢

解
脱
的
忘
我
的｣

境
地
を
指
す
も
の
な
の
で
あ
る

（
注
８
）。

　　

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、｢

心
境｣

と
い
う
語
は
、
特
に
明
治

三
十
九
年
以
降
、
哲
学
、
宗
教
、
思
想
及
び
文
芸
の
分
野
で
、

｢

心
の
状
態｣

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
出
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

｢

煩
悶｣

か
ら
の
脱
却
と
い
う
明
治
三
十
年
代
後
半
の
時
代
思

潮
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
自
然
主
義
の
批
評
家
た
ち
は
こ
の

語
を
多
く
用
い
、｢

心
の
状
態
及
び
心
の
境
地｣

の
意
味
で
使

用
し
た
。

　

一
方
、｢

心
境
小
説｣

の
語
は
、
大
正
十
二
年
が
初
出
で
あ

る
が
、
作
品
よ
り
も
作
家
の｢

心
境｣

を
第
一
と
す
る
考
え
方

自
体
は
、
大
正
四
年
の
田
山
花
袋
の
小
説
論
や
大
正
二
年
の
大

須
賀
乙
字
の
俳
論
に
す
で
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
久
米
正
雄

の｢
心
境
小
説｣

の
理
念
は
、
彼
が
師
事
し
た
乙
字
の
俳
論
を

通
し
て
自
然
主
義
の
文
芸
理
論
の
影
響
下
に
形
成
さ
れ
た
と
推

定
さ
れ
る
。

16

　広嶋　進　　｢心境｣ と ｢心境小説｣



　
注（

注
１
）　

引
用
は
、
講
談
社
学
術
文
庫
『
日
本
文
学
史
』
平
成

五
年
刊
、
に
よ
る
。

（
注
２
）　｢
心
境
の
変
化｣

と
い
う
語
句
自
体
は
昭
和
初
期
以

前
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
漱
石
の
『
門
』
に｢

そ
れ
に
伴

な
う
心
境
の
変
化

0

0

0

0

0

や
ら
を｣

と
あ
る
（
明
治
四
十
三
年

執
筆
）。

(

注
３
）　

納
俗
仏
は
納
お
さ
む

武た
け

津ず

の
筆
名
と
推
定
。
納
美
風
と
も
。

明
治
三
十
四
年
東
京
専
門
学
校
卒
。
早
稲
田
大
学
教
授
。

著
書
『
聖
代
の
恨
事　

現
代
社
会
の
病
弊
及
其
根
治
策
』     

（
明
治
四
十
四
年
刊)

『
民
族
の
研
究
』（
大
正
八
年
刊
）     

『
民
族
性
の
研
究
』（
大
正
九
年
刊
）『
愛
国
心
の
本
質
』     

（
昭
和
九
年
刊
）
等
。

（
注
４
）　｢

煩
悶｣

に
つ
い
て
は
、
平
石
典
子
『
煩
悶
青
年
と

女
学
生
の
文
学
誌
─
─｢

西
洋｣

を
読
み
替
え
て
』(
新

曜
社
、
平
成
二
十
四
年
刊
）
木
村
洋
『
文
学
熱
の
時
代
』

第
八
章
「
藤
村
操
、
文
部
省
訓
令
、
自
然
主
義
」（
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
平
成
二
十
七
年
刊
）
に
詳
し
い
考

察
が
あ
る
。

（
注
５
）　

御
風
は
の
ち
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、
天
弦
と

の
相
違
は
明
白
で
あ
る
。｢

主
客
両
体
の
融
会
─
─
そ

こ
に
観
照
の
真
面
目
を
見
や
う
と
思
ふ
の
が
わ
れ
〳
〵

の
持
説
で
あ
る
。（
略
）
そ
の
人
の
気
分
に
触
れ
た
客

観
の
リ
ア
リ
テ
イ
ー
、
そ
の
リ
ア
リ
テ
イ
ー
に
凡
て
を

挙
げ
て
托
さ
れ
た
自
己
全
体
の
気
分
が
表
現
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
わ
れ
〳
〵
の
請
ふ
所
の
観
照
は
か
う
云
ふ

心
境

0

0

で
あ
る
。｣

（
御
風｢

自
然
主
義
論
発
展
の
経
路｣

『
新

潮
』
明
治
四
十
二
年
七
月
）

（
注
６
）　

山
本
芳
明
『
文
学
者
は
つ
く
ら
れ
る
』
第
七
章｢｢

心
境
小
説｣

の
発
生
─
正
宗
白
鳥
の
背
景
を
読
む
」
ひ

つ
じ
書
房
、
平
成
十
二
年
刊
。

（
注
７
）　

吉
田
精
一
は
す
で
に｢

文
学
に
於
け
る
澄
明
な｢

心       

境｣

を
強
調
し
た
の
は
却
つ
て
花
袋
等
が
最
初
な
の
で

あ
つ
た
。（
略
）
人
格
修
養
、
或
は
心
境
錬
磨
が
即
ち

創
作
完
成
の
道
だ
つ
た
の
で
あ
る
。｣

と
指
摘
し
、
花

袋
の｢

広
い
空
間｣

中
の
文
章
を
引
い
て
い
る
（
吉
田

精
一
『
自
然
主
義
の
研
究
』
下
巻
、
五
八
五
〜
五
八
六

頁
、
東
京
堂
出
版
、
昭
和
三
十
三
年
刊
）。

（
注
８
）　

乙
字
の
俳
論
や
御
風
の
小
説
論
は
中
世
の
歌
論
、
特

に
京
極
為
兼
の
歌
論
を
想
起
さ
せ
る
。
藤
平
春
男
は
為

兼
の
歌
論
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
客

観
的
な
事
物
に
触
れ
て
主
観
が
働
き
出
し
、
主
客
の
結

0

0

0

0

合0

が
生
じ
る
、
そ
の
主
客
の
結
び
つ
く
様
態
を
観
照

0

0

し

つ
つ
言
語
化
し
て
い
く
、
と
い
う
創
作
主
体
の
あ
り
方
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を
繰
り
返
し
説
い
て
い
る
の
が
『
為
兼
卿
和
歌
抄
』
で

あ
る
。」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
87
『
歌
論
集
』「
解

説｣

小
学
館
、
平
成
十
四
年
刊 

）

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
山
田
俊
治
氏
、
上
原
雅
文
氏
、
小

倉
斉
氏
、
永
井
聖
剛
氏
、
滝
口
明
祥
氏
に
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
国
立

国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
お
世
話
に
な
っ

た
。
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